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会社概要

■平林金属グループ
□資本金 2億5,280万円(グループ合計)
□従業員数 390名(グループ合計)
□グループ企業
株式会社ヒラキン リサイクルステージ玉島

ヒラキンテック株式会社
ヒラキン興産株式会社

■平林金属株式会社

岡山県岡山市北区下中野347-104
ＴＥＬ 086-246-0011
ＦＡＸ 086-246-1100
Ｅ-mail honsya@hirakin.co.jp
ＵＲＬ http://www.hirakin.co.jp
□創業 昭和31年10月
□資本金 9,980万円
□代表者 代表取締役社長 平林 実
□事業内容
鉄・非鉄金属及び

使用済み家電・自動車のリサイクル事業
□売上

126億2千万円（2019年12月決算)
□全拠点でISO14001/ISO45001取得

沿革

昭和31年 10月 平林久一個人創業
昭和38年 11月 平林金属株式会社に社名及び組織変更
昭和47年 8月 新岡山港営業所開設(現、港工場)
昭和48年 8月 水島営業所 開設
昭和56年 8月 東岡山営業所 開設

平成 3年 4月 港工場 開設
平成 7年 4月 本社・ヒラキンビル完成
平成 9年 1月 岡山工場新築

平成13年 4月 リサイクルファーム御津 開設
11月 ＨＩＲＡＫＩＮライズ球場完成

平成15年 4月 山陰工場 開設
平成16年 2月 岡山県経営革新大賞受賞(第1号)
平成18年 4月 ㈱ヒラキン リサイクルステージ玉島 開設

平成19年 11月 西大寺工場・技術開発センター 開設
平成22年 11月 玉島物流センター 開設

平成23年 11月 環境おかやま大賞受賞
平成26年 4月 平林実 代表取締役社長に就任
平成27年 7月 えこ便西古松局 開設

平成28年 4月 えこ便安倍局 開設
12月 えこ便並木町局 開設

平成29年 6月 リサイクルファーム御津第二工場 開設
平成29年 12月 えこ便大安寺局 開設
令和元年 10月 えこ便西大寺局 開設

事業内容

●第一事業部 [鉄・非鉄金属及び自動車のリサイクル事業 ]

拠点：岡山工場、港工場、山陰工場、東岡山営業所、水島営業所
玉島物流センター

●第二事業部 [使用済家電のリサイクル事業等 ]

拠点：リサイクルファーム御津、西大寺工場

●技術開発部
弊社の強みである「技術開発部」

精緻なリサイクルを実現するためにオリジナルの設備とノウハウを生み出す。

素材はヒラキン発のリサイクルPP
世界上位シェアの車載スピーカー

●えこ便 [全国初の有人型資源集積システム ]

■「地域・コミュニティづくり/社会貢献活動部門」で
2016年度グッドデザイン賞を受賞

■環境省主催「第4回グッドライフアワード」
環境と循環部門で市民参加型集積プロジェクト
「えこ便」が実行委員会特別賞受賞

毎年開催している「子どもリサイクル教室」

●ソフトボール [日本リーグ所属 ]
あいさつとマナーで日本一をめざす。ソフトボール教室にも積極的に参加し、スポーツ

を通じて地域社会に貢献。男子ソフトボール部からは日本代表選手を輩出。

世界初の自動化された
固気流動層式アルミ選別装置

日本とヨーロッパの技術コラボ
不純物を徹底除去して銅を資源化

2015年7月にオープンした西古松局(岡山市北区)

会社概要
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晴れの国おかやま

4

シャープ CS-10A
（電卓博物館HP）

太陽光発電量
[MWh]

1 茨城県 952,743

2 北海道 885,662

3 岡山県 777,106

4 福島県 766,693

5 三重県 699,030

6 栃木県 596,896

7 宮城県 593,492

8 鹿児島県 549,778

9 青森県 546,278

10 千葉県 541,826
パシフィコ・エナジー作東メガソーラー発電所（260MW）
出典：パシフィコ・エナジーHP

瀬戸内kirei太陽光発電所（235MW）
出典：くにうみアセットマネジメントHP

出典：資源エネルギー庁「電力調査統計（2019年度）」
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*1 出典：国立研究開発法人産業技術総合研究所太陽光発電研究センターHP
*2 出典：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構「太陽光発電開発戦略（2014）」

太陽電池の形式別シェアの予測例*1）

「新技術の登場」「発電コストの低減」
結晶シリコン系の中古利用は進むか？
最後は誰かが片付けなければならない

発電コスト低減シナリオ*2）

市場シェア及び今後の動向



排出量予測

6出典：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構



太陽光発電、普及の後に
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環境に良かったはずの太陽光パネルが環境を乱す？

写真提供：講談社
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9出典：日本環境衛生センター「生活と環境 №749（2018年9月）」

各分離技術の特徴
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太陽光パネル分離装置

J-BOX
（銅他）

フレーム
（アルミ）

セルシート
（銀・銅）

ガラス

出典：エヌ・ピー・シーHP

J-BOX取外し

フレーム取外し

ホットナイフ



太陽光パネル構成
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太陽光パネルの構造*1）

3.2㎏/枚

13.4㎏/枚

0.4㎏/枚

16％

67％

2％

*1 出典：デュポン㈱HP
*2 1枚当たり20㎏として平林金属㈱実績から算出

太陽光パネルの重量構成*2）

15％ 3.0㎏/枚

フレーム

ガラス

セルシート

ジャンクション
ボックス
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ジャンクションボックス フレーム（アルミ） セルシート（銀・銅）

・ジャンクションボックス
・カバーガラス
・フレーム（アルミ）

・セルシート への分離が可能

分離装置で可能なこと

※分離 ≠ リサイクル

カバーガラス
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出典：板硝子協会「板ガラスのリサイクルの現状と課題（2012）」

単位：千t

板ガラスリサイクルの現状

リサイクルスキームの構築or新規用途開発の必要



15*出典：環境省「平成25年度使用済再生可能エネルギー設備のリユース・リサイクル促進調査委託業務 報告書」

露天使用されていた製品は役目を終えて有害となるか？

ガラスの溶出試験結果



セル中の銀品位
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*出典：GOLDNEWS

SHARP ND-153AU（グリッド線）

SHARP ND-250FB（グリッド線）銀の品位向上のための技術開発が必要



蓄電システムの普及

17*出典：日本電気工業会「JEMA蓄電システム自主統計」



蓄電池による火災
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*出典：郡山消防YOUTUBE「モバイルバッテリー火災実験」

今後普及が進む蓄電池について
安全なリサイクル手法の確立が必要

*出典：Panasonic HP
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急速に普及が進んだ太陽光パネルについて、
分離技術は登場してきている。

ガラスリサイクルの仕組みは確立されていない。
メーカーや年代により使用元素は様々。

→ガラスtoガラス or新規用途開発

銀品位は年々低下 →高品位化のための技術開発

蓄電池の普及 →安全なリサイクル手法の確立

1.

2.

3.

4．

まとめと今後の取組み
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ご清聴、ありがとうございました。

平林金属株式会社
https://www.hirakin.co.jp/
http://ecobin.jp/


